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第２１１回組合会会議録 

 

 令和８年６月１６日千葉市中央区中央港１丁目１３番３号オークラ千葉ホテル２

階「ブリストル」において第２１１回組合会を開催した。 

 

 

組合会の目的である事項 

 

 

報告第 １ 号  千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善措置

について 

報告第 ２ 号  令和７年度退職等年金預託金管理経理に係る運用状況について 

議    案  令和７年度決算の認定について 

 
 

招集年月日   令和８年６月１６日 

議   長   岩 田 利 雄 

 

 

議員の定数は２０名であるが、出席した議員は、次のとおりである。 

市町村長である議員（３名） 

３番 佐 藤 晴 彦 

５番 橋 本   浩（ＷＥＢにより出席） 

  ７番 岩 田 利 雄 

 

市町村長以外の議員（１０名） 

  ２番 髙 橋 章 彦 

４番 戸 井 健 一 

６番 住 吉 竜 司 

８番 青 木 賀 一 

 １０番 伊 藤 成 司 

 １２番 五木田 晴 幸 

１４番 松 本 孝 則 

１６番 勝 俣 雄 吾 

 １８番 刈 込 慎 一 

 ２０番 大阿久 大 輔 

 

委任状を提出した議員は、次のとおりである。（７名） 

  １番 高 橋 恭 市 

９番 宮 本 泰 介 

 １１番 星 野 順一郎 

１３番 渡 辺 芳 邦 

 １５番 井 崎 義 治 

 １７番 神 谷 俊 一 

 １９番 内 田 悦 嗣 

 

委任を受けた議員は、次のとおりである。（１名） 
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  ３番 佐 藤 晴 彦（委任者７名） 

 

学識経験監事である髙橋邦芳は、この組合会に出席した。 

 

事務局から出席した職員は、次のとおりである。 

事務局長兼出納長 布 施 幸 一 

事務局次長兼福祉課長 工 藤  誠 

事務局次長兼保健課長 伊 藤 篤 史 

監査室長兼総務課長  篠 﨑 輝 明 

年 金 課 長 白 井 貴 弘 

情報管理課長 鎌 形 智 和 

経 理 課 長 杉  本  実 千 乃 

主幹兼総務係長 中 川  聡 

施 設 長 関  裕 行 

施設管理係長 染 谷 一 成 

 

 

 

開 会 （時刻１３時００分） 

 

事務局長  事務局長の布施でございます。議員の皆様におかれましては、公務ご

多忙の折、組合会にご出席をいただきまして、誠にありがとうございま

す。ただいまから第２１１回組合会を開催させていただきます。 

それでは、開会にあたりまして、本日の定足数を発表させていただきま 

す。本日、この会場にお越しいただき、ご出席を賜りました市町村長議員 

は２名、ＷＥＢによりご出席いただきました市町村長議員は１名、委任 

状を提出されました市町村長議員は７名で、合計１０名でございます。 

また、職員側議員におかれましては、１０名全員のご出席を賜っており 

ます。したがいまして、地方公務員等共済組合法施行令第１１条の規定 

によります、定足数に達しておりますので、ただいまから議事日程に従 

いまして、第２１１回組合会を開催させていただきます。開会にあたり 

まして、議長からご挨拶を賜り、その後の進行につきましても、よろしく 

お願いいたします。 

 

議  長  皆様、ご苦労様でございます。組合会の開会に当たりまして、ごあいさ

つを申し上げます。本日ここに第２１１回組合会を開催いたしましたと

ころ、議員各位におかれましては、公務ご多忙の中、ご出席を賜り、誠に

ありがとうございます。また、平素から共済組合の事業運営につきまし

て、特段のご理解とご協力を賜り、重ねて御礼を申し上げる次第でござ

います。 

   さて、国内経済におきましては、世界情勢の大きな揺れ動きの影響を

受け、物価の高騰、そしてエネルギーの供給不安など、厳しい状況が続い

ております。そのような中、当組合におきましても、少なからず各種事業

に影響が及ぼされているところでございますが、組合員の皆様の日々の
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生活の安定と福祉の向上及び健康の維持増進のため、社会情勢の変化に

対応しつつ、引き続き取り組んでまいる所存でございます。 

さて、ここで、共済制度を取り巻く諸情勢につきまして、若干触れさせ

ていただきます。まず、年金制度に関しましては、昨年成立いたしました

年金制度改正法において、少子高齢化や、働き方の多様化など、社会情勢

の変化に対応をし、年金制度の持続可能性を高めることが進められてお

ります。共済組合としましても、遺漏のないよう、準備を進めるとともに、

周知、広報等に適切に対応してまいります。 

また、医療保険制度に関しましては、マイナ保険証を基本とする仕組み

に移行しており、マイナンバーの正確かつ迅速な登録が求められるもの

でございます。保健事業に関しましては、今年度におきまして、第３期デ

ータヘルス計画の中間評価などが実施される予定であり、分析結果を踏

まえて、医療費の適正化に努めるものでございます。また、宿泊施設に関

しましては、物価や人件費の高騰により、経費面では厳しい状況を強い

られておりますけれども、新たな集客策を講ずる等、利用率の向上を図

り、健全な事業運営に努めていく必要があるものでございます。 

このように、共済組合を取り巻く情勢は「厳しく」、そして「不透明な」

ものがございますが、組合員とその家族のため、共済制度の維持、発展に

努めてまいる所存でございますので、引き続き、ご支援を賜りますよう

お願い申し上げる次第であります。 

   さて、本日、ご審議いただきます主な案件でございますけれども、「令

和７年度決算の認定について」でございます。令和７年度の決算につき

ましては、保健経理第２及び宿泊経理における施設収入が、短期組合員

の加入や直営施設利用助成金の特別加算の効果を要因といたしまして、

対前年度比較で、引き続き増加しております。また、営業面につきまして

も、３施設ともに事故等もなく安心・安全を第一とした運営を行うこと

ができたものでございます。その他の経理についても、概ね順調に推移

したものでございます。このことは、組合員の皆さま方はもとより、議員

の皆さまの、ご理解とご協力の賜物と、深く感謝を申し上げる次第でご

ざいます。なお、本日の附議案件につきましては、逐次、事務局から説明

がありますので、慎重にご審議を賜りますようお願い申し上げまして、

開会のあいさつとさせていただきます。 

 

議  長  それでは議事に入ります。議事日程の決定を議題といたします。お諮

りをいたします。議事日程は、本日１日といたしたいと存じます。これに

ご異議ございませんか。 

 

〔 「異議なし」の声あり 〕 

 

議  長  ご異議なしと認め、本日の会議を１日と決定をいたします。 

 

議  長  次に、会議録署名議員の選挙について、お諮りをいたします。会議録 

署名議員の選挙は、議長において、指名することで、ご異議ございません

か。 

 

〔 「異議なし」の声あり 〕 
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議  長  ご異議ないものと認め、会議録署名議員に長側５番、橋本浩議員、職員

側２番、髙橋章彦議員の両名を指名をいたします。 

 

議  長  議案の提案の前に、報告事項が２件ございます。報告第１号「千葉県知

事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善措置について」、報告第

２号「令和７年度退職等年金預託金管理経理に係る運用状況について」

事務局から報告を求めます。篠﨑監査室長。 

 

監査室長  はい。 

 

議  長  はい、室長。 

 

監査室長  監査室長の篠﨑でございます。報告第１号及び報告第２号についてご

報告をさせていただきます。 

恐れ入ります、着座でのご報告とさせていただきます。それでは、まず、 

報告第１号「千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善 

措置について」ご報告をさせていただきます。恐れ入ります、資料を１枚 

おめくりいただきまして、１ページの監査の結果についてをご覧くださ 

い。千葉県知事監査につきましては、千葉県庁において、当組合の所管課 

である市町村課により令和７年１０月２８日、２９日及び１２月１８日 

の３日間にわたり執行いただき、その結果につきまして、本年１月８日 

付で通知があったものでございます。文書での指摘事項につきましては、 

項番１の「総則事項について」から５ページにあります、項番１０の「物 

資経理について」まででございます。なお、従前の指摘事項でございまし 

た「個人情報・情報セキュリティ」に変えまして、３ページをご覧いただ 

きまして、項番３の「オンライン資格審査について」に変更されたもので 

ございます。また、監査の指摘事項に対する措置状況でございますが、資 

料の８ページをご覧ください。こちらのページから最後の３９ページま 

での内容で、本年３月１１日付で報告をし、受理されたものでございま 

す。 

本日はこの監査の指摘事項に対する措置状況の中から、今回指摘を受 

けた箇所の主なものを中心にご報告をさせていただきます。恐れ入りま 

す、１３ページをご覧ください。 

こちらの監査指摘事項に対する措置状況の様式は、平成２９年度の報 

告分から変更されたところでございます。一番左側の指摘年度ですが、 

平成２９年度から、１４頁にお移りいただきまして、令和７年度までの 

指摘年度ごとにおいて、指摘された事項を、右に１列飛んだ指摘事項と 

して記載をしております。なお、令和元年度と令和６年度につきまして 

は、総務省の監査となっておりますので、８ページから１２ページに今 

回の都道府県監査とは別に記載をしております。また、１３ページにお 

戻りいただきまして、一番右側の「指摘事項に対する措置状況の具体的 

内容」の欄でございますが、その下に米印で「星印は実施済み」とありま 

すが、措置状況については複数年度に亘っていることから、星印につい 

ては「実施をしている」、恐れ入りますが、１４ページをご覧いただきま 

すと、中黒点部分になりますが、こちらは、「これから措置をする」とい 

うような見方になるものでございます。 
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それでは１４ページの２段目をご覧ください。（１）の組合会関係につ 

いてでございますが、指摘事項といたしまして、「組合運営は、組合員及 

び構成団体の理解と納得のもと事業を進めていくことが不可欠であるが、 

組合会における長側議員の出席率が低い状態が続いている。理事長以外 

の長側議員について、候補日を複数設ける、オンライン会議システムを 

活用する、理事長からの積極的な声がけを行う等により出席率の改善に 

引き続き取り組むこと。」ということでございました。これに対しまして、 

恐れ入りますが、１３ページにお戻りいただきまして、中央に記載され 

ております「指摘事項に対する対応方針」の欄でございます。中段の「ま 

た書き」以下の記載におきまして、「また、オンライン会議システムの活 

用など、関係機関と更なる情報共有、連携による新たな出席率向上の方 

策を検討・実施してまいります。なお、理事長以外の長側議員に対しても 

日程調整や声がけを行い、出席率の向上に努めます。」としております。 

したがいまして、一番右側の「指摘事項に対する措置状況」でございま 

すけども、恐れ入りますが１４ページをご覧いただきまして、上の方に 

記載があります２つ目の中黒点にあるとおり、「議会日程等の確認及びオ 

ンライン会議システムの活用による組合会の開催」と、一番下の中黒点 

にあるとおり、「理事長以外の長側議員に声掛けを実施」として報告した 

ものでございます。次に、２２ページをご覧ください。指摘事項の下から 

２段目の３オンライン資格確認についてでございます。「オンライン資格 

確認については、複数人による確認や係長及び課長による確認体制が整 

っており、適切に事務が行われていることを確認した。事前の書類不備 

等により時間を要することが多々あるものと思われるので、組合員への 

周知や注意喚起等により、引き続き適正かつ速やかな登録事務を行うこ 

と。」という指摘がございました。その対応方針でございますが、右に１ 

列お移りいただいたところに記載のとおり、「オンライン資格確認につい 

ては、複数人による確認や上長による確認体制により、引き続き適切な 

事務に努めるものです。また、事前の書類不備等により時間を要するこ 

とについては、所属所への通知等により注意喚起を行い、引き続き適正 

かつ速やかな登録事務に取り組んでまいります。」とし、一番右の欄の措 

置状況では、「事務担当者会議でのオンライン資格確認における注意喚起、 

所属所向け通知文書による注意喚起、当組合ホームページにおいて組合 

員への周知」ということで報告をしております。報告第１号につきまし 

ては以上でございます。 

 

総務課長  続きまして、報告第２号、「令和７年度退職等年金預託金管理経理に係 

る運用状況について」でございます。表紙をおめくりいただきまして、預 

託金の運用状況（退職等年金預託金管理経理）と記載のある、円グラフが 

表示された資料をご覧ください。令和７年度の退職等年金預託金管理経 

理の資産につきましては、貸付金４４億４，６００万円、短期資産２億７， 

８００万円によって構成されており、合計４７億２，４００万円の資産 

を保有しております。貸付金につきましては、当組合の貸付経理及び物 

資経理への貸付金の合計であり、短期資産については、普通預金となり 

ます。退職等年金預託金管理経理から貸付経理及び物資経理へ貸し出す 

際の利率が１％であることから、貸付金の実現収益率は 1％、短期資産に 

ついては、普通預金利息の、実現収益率であり、０．２２％となってい 
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るものでございます。この貸付金と普通預金から得られた利息及び配当 

金の合計として表示した結果が、実現収益率０．９６％となっているも 

のでございます。 

また、参考として下に掲載しております令和６年度の運用状況につい 

てでございますが、貸付金の額は４４億１，１００万円となっており、令 

和７年度の４４億４，６００万円と比較いたしますと令和７年度は、資 

産額が３，５００万円増加しております。これは、貸付経理への貸付額は 

減少傾向にありますが、物資経理への貸付額が増加傾向であることから、 

この退職等年金預託金管理経理から資金の貸付を受ける金額が増加した 

ためでございます。 

なお、運用状況の公表についてでございますが、毎年７月の第１営業日 

に公表することとされており、今年度につきましては、７月１日に当組 

合のホームページに公表する予定でございます。報告第２号につきまし 

ては、以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長  ただいま「千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善

措置について」と「令和７年度退職等年金預託金管理経理に係る運用状

況について」の報告がありました。ご質疑等ございましたらお願いをい

たします。 

 

〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  以上で、報告第１号「千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に

対する改善措置について」、報告第２号「令和７年度退職等年金預託金管

理経理に係る運用状況について」の報告を終結いたします。 

 

議  長  これより議案の上程を行います。議案「令和７年度決算の認定につい

て」を議題といたします。事務局から説明を求めます。杉本経理課長。 

 

経理課長  はい。 

 

議  長  はい、課長。 

 

経理課長  経理課長の杉本でございます。それでは、議案をご説明させていただ 

きます。議案をご覧ください。令和７年度決算の認定について、令和７ 

年度決算について、別冊のように認定を求めるものでございます。１枚 

おめくりいただきますと、令和７年度の決算書となっておりますが、こ 

ちらの決算書につきましては、法に定められました様式に基づきまして 

作成をしたものでございます。本日の説明につきましては、この決算書 

に基づきまして作成をいたしました令和７年度決算の概況についてを添 

付させていただいておりますので、こちらを用いましてご説明をさせて 

いただきます。誠に恐縮ではございますが、着座にてご説明をさせてい 

ただきます。 

まず、令和７年度決算の概況についての１ページ１の地方公共団体の 

数、組合員等の数及び標準報酬の月額等でございます。（１）の団体数は、 

１００団体でございました。なお、令和７年３月３１日をもって布施学 
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校組合が解散いたしましたので、令和６年度末と比較しますと１団体減 

少したものでございます。（２）の組合員数等は、組合員と任意継続組合 

員の合計で、令和７年度末では８万９７６人となりまして、令和６年度 

末と比較しますと、１，４２５人の増加となりました。増加の理由といた 

しましては、短期組合員数の増加によるものでございます。被扶養者数 

は、４万５，７０４人となりまして、前年度末と比較しますと、５２３人 

の減少となりました。第３号厚生年金被保険者数は、５万８，０１８人と 

なりました。次に、（３）の標準報酬の月額等でございます。こちらの表 

では、長期と短期の金額を掲げてございますが、本日は短期の額で、ご説 

明させていただきます。①組合員でございます。標準報酬の月額は､組合 

員の方の総額となりますが､令和７年度末で､２８７億８，６３８万８， 

０００円でございました。令和６年度末と比較しますと、１３億１，９３ 

７万８，０００円の増加となります。また､平均標準報酬の月額は､３６ 

万２，４４９円で、前年度と比較しますと、１万９０３円の増加となりま 

す。標準期末手当等の額の年度累計額は､１，１４３億３，８３３万２， 

０００円となりました。以下②の任意継続組合員、③の第３号厚生年金 

被保険者は記載のとおりの金額となっております。 

次に､２の短期経理でございます｡(１)の財源率につきましては､①掛 

金･負担金率合計で､標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対する率 

となります｡短期財源率は､令和７年度では､前年度より２パーミル引き 

下げの９４．８０パーミルまた､介護財源率は､前年度より１．６２パー 

ミル引き下げの１５．１８パーミルでございました｡②の調整負担金は､ 

標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対しまして､前年度、据え置き 

の０．１０パーミルでございました。また、公的負担金は、前年度より０． 

１３パーミル引き上げの０．８７パーミルでございました。続きまして､ 

２ページをご覧ください｡(２)の一部負担金払戻金等の基礎控除額につ 

きましては､変更はないものでございます｡(３)の収支でございます｡収 

入につきましては､短期負担金等以下、４行目の短期の計は、４２９億８ 

５００万６，６８１円となり、前年度と比較して１２億５２１万９，０９ 

７円の増加となりました。増加の理由としては、組合員数の増加に加え、 

給与改定等による標準報酬総額の増加により、掛金負担金収入が増加し 

たためでございます。以下合計をしまして､５４１億９，２６４万４，１ 

９５円となったものでございます｡一方、支出につきましては､法定給付 

以下､４行目の給付金等の計は、２５６億１，６７６万１，１７５円とな 

り、前年度と比較して、１３億９，５９６万６，４５９円の増加となりま 

した。こちらの給付金の増加の主な理由も組合員数の増加によるもので 

ございます。以下、合計をいたしまして５１２億１，３９７万１，７０８ 

円となったものでございます｡収支差引きいたしますと､２９億７，８６ 

７万２，４８７円の当期利益金が生じました｡内訳は､短期では､２９億９， 

９８３万１，３０８円の当期短期利益金､また､介護では､２，１１５万８， 

８２１円の当期介護損失金が生じたところでございます｡次に､(４)の剰 

余金をご覧ください｡まず、欠損金補てん積立金につきましては、法定額 

満額の２１億６，２６６万９，１７４円を積み立てる必要があるため、短 

期利益金のうち、２億１，６７６万５７４円を充当したものでございま 

す。短期積立金につきましては、短期利益金の残額２７億８，３０７万７ 

３４円を積み増し、翌年度に７０億２，５０８万１，９９２円を繰り越す 
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ものでございます｡次に､介護積立金は､収支差引きで生じました介護損 

失金２，１１５万８，８２１円を全額介護積立金から取り崩し補てんを 

いたしました結果、翌年度に１億６，７７９万９２２円を繰り越すもの 

でございます。 

次に３ページをご覧ください｡３の厚生年金保険経理から、５の経過的 

     長期経理の財源率等につきましては、記載のとおりとなりますが、それ  

     ぞれ（２）の収支につきましては、収入額と同額を､全国市町村職員共済 

     組合連合会へ払込金として､払い込む経理のため、収支差引０円となるも 

     のでございます。 

続きまして､４ページをご覧ください｡６の退職等年金預託金管理経理 

でございます｡（１）の運用状況につきましては､令和７年度末では､長期 

貸付金としまして､貸付経理へ２０億４，８１０万１１２円、物資経理へ 

２３億９，７６５万７，０００円、以下合計しまして、４７億２，４１７ 

万２，０９１円を運用したところでございます｡(２)の「取引金融機関の 

信用リスク」でございます。当組合が取り引きをしております千葉銀行 

の信用リスクについては､記載のとおり、預託元の全国市町村職員共済組 

合連合会の示す格付けであるトリプルＢ格以上となっているものでござ 

います｡(３)の収支でございます。収入は､運用によります利息及び配当 

金が､４，４１３万３，０２４円となったものでございます｡一方、支出 

は､収入額と同額を支払利息として､連合会に払い込んだものでございま 

す｡ 

次に７の経過的長期預託金管理経理でございます｡地方公共団体が行 

政目的のため発行する債券の私募引受けである縁故地方債の引受けによ 

り運用する経理でございますが、令和７年度は取引がございませんでし 

た。 

それでは､５ページをご覧ください｡８の業務経理でございます｡(１) 

の事務費は､組合員 1人当たりの年額でございます。①の短期・厚生年 

     金保険及び経過的長期給付分のアの事務費負担金は､構成団体にご負担 

     いただくもので､合計で､９，８５２円をご負担いただいたところでござ 

     います。イの事務費は､短期部分の公的負担金４，７５２円､以下合計で 1 

     万１８３円を事務に要する費用とさせていただいたところでございます｡ 

②の退職等年金給付分の事務費は、組合員 1人当たり５７５円で、全額、 

連合会交付金として交付されたものでございます。(２)の収支でござい 

ます。収入につきましては､構成団体からの負担金以下、合計をしまして､ 

１０億３，９６９万３，０８１円となったものでございます｡一方、支出 

につきましては､職員給与以下合計をしまして､１０億８，９５６万３， 

９３７円となったものでございます｡収支差し引きいたしますと､４，９ 

８７万８５６円の当期損失金が生じましたので､(３)の剰余金をご覧く 

ださい｡生じました損失金は､全額積立金から取り崩し補てんをいたしま 

した結果､翌年度へ８億４，６４０万６，５８０円を繰り越すものでござ 

います｡ 

次に９の保健経理でございます｡(１)の財源率につきまして､①の掛 

金･負担金率合計は､４．４パーミルでございました｡②の特定健康診査等 

に係る負担金は､組合員１人当たり１９４円をご負担いただいたところ 

でございます｡続きまして､６ページをご覧ください｡ (２)の収支でご 

ざいますが､収入につきましては､負担金以下､合計をしまして、２０億３ 
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８３万２，００８円となったものでございます｡一方、支出につきまして 

は､２行目の厚生費を中心に、以下合計をしまして１９億４，６４６万２， 

９４０円となったものでございます｡収支差し引きいたしますと､５，７ 

３６万９，０６８円の当期利益金が生じましたので､(３)剰余金をご覧く 

ださい｡生じました利益金は､全額積立金へ積み増しをいたしました結果､ 

翌年度へ１９億２，７６７万３，３０３円を繰り越すものでございます｡ 

次に､１０の保健経理第２でございます｡（１）②の営業日数は､令和７ 

年４月５日から１１月２５日までの間で､２２７日の営業をいたしまし 

た｡③の宿泊人数は､９，９６８人、利用率にして７５．７１％でございま 

した｡(２)の収支でございます。収入では､施設収入、以下合計をしまし 

て､２億４，５６９万２，０１０円となったものでございます｡一方、支出 

では､３行目の委託費を中心に、以下合計をしまして､２億１，１３７万 

２７４円となったものでございます｡収支差し引きいたしますと､３，４ 

３２万１，７３６円の当期利益金が生じましたので､７頁の(３)の剰余金 

をご覧ください｡生じました利益金は､全額欠損金補てん積立金へ積み増 

しをいたしました結果､翌年度へ２億８，８４６万７，８３３円を繰り越 

すものでございます｡ 

次に､１１の保健経理第３でございます｡（１）②の温浴施設の利用状 

況は､組合員１万４，８１９人､一般で１万１，０８８人となりまして､合 

計では､２万５，９０７人のご利用をいただいたところでございます｡ 

(２)の収支につきましては､収入では､施設収入、保健経理より繰入、以 

下合計をいたしまして､３，４１０万３，４８２円となったものでござい 

ます｡一方、支出では､委託費を中心に、以下合計をいたしまして､４，５ 

１８万４，１４６円となったものでございます｡収支差し引きいたします 

と､１，１０８万６６４円の当期損失金が生じましたので､(３)の剰余金 

をご覧ください｡生じました損失金は､全額欠損金補てん積立金から取り 

崩し補てんをいたしました結果､翌年度へ６，６４９万５，５６６円を繰 

り越すものでございます｡ 

次に１２の宿泊経理でございます｡最初に､(１)のオークラ千葉ホテル 

     でございます。①ウの利用状況につきましては､宿泊利用者が､３万２， 

７１０人､利用率は６５．９％でございました｡婚礼は１１０組で､ご利用 

者は､３，４０４人でございました｡以下､会議等のご利用者を合計いたし 

ますと､１８万３，４３６人のご利用をいただいたところでございます｡  

続きまして､８ページをご覧ください｡②の収支でございます。収入では､ 

施設収入、以下合計をしまして､１５億６，３４０万４，６４２円となっ 

たものでございます｡一方、支出では､４行目の委託費を中心として、以 

下合計をしまして､１６億７１３万４，０２５円となったものでございま 

す｡収支差し引きいたしますと､４，３７２万９，３８３円の当期損失金 

が生じましたので､③の剰余金をご覧ください。生じました損失金は､全 

額欠損金補てん積立金から取り崩し、補てんをいたしました結果､翌年度 

へ１５億５９５万４，１７４円を繰り越すものでございます｡ 

次に、(２)の黒潮荘でございます｡①のウの利用状況につきましては､ 

宿泊者数１万６，９３５人､宿泊利用率は､５８．７％でございました｡以 

下､宴会､会議を合計しまして､１万７，１２９人のご利用をいただいたと 

ころでございます｡②の収支につきましては､収入では､施設収入、以下、 

合計をしまして､２億６，０５９万６，３５９円となったものでございま 



 - 10 - 

す｡一方、支出では､４行目の委託費を中心として、以下合計をいたしま 

して､２億７，９６２万７，２１０円となったものでございます｡収支差 

し引きいたしますと､１，９０３万８５１円の当期損失金が生じましたの 

で､９頁の③の剰余金をご覧ください｡生じました損失金は、全額欠損金 

補てん積立金から取り崩し補てんをいたしました結果､翌年度へ３億７， 

３０１万５，３０８円を繰り越すものでございます｡ 

次に､１３の貯金経理でございます｡（１）①の支払利率は､前年度据置 

     きの、１．９％でございます｡②貯金者数は､５万２，９８９人となりまし 

て､加入率は､６５．４３％でございました｡また､③貯金総額は､４，００ 

６億４，４１５万９，２５９円で、一人当たりの貯金額は７５６万８９３ 

円となったものでございます。(２)の収支につきましては､収入では利息 

及び配当金、以下合計をいたしまして､７９億９，９１６万１，５８８円 

となったものでございます｡一方、支出では､貯金の利息としてお支払し 

ました４行目の支払利息を中心としまして、以下合計しますと、７５億 

４，７７３万１，４１３円となったものでございます｡収支差し引きいた 

しますと､４億５，１４３万１７５円の当期利益金が生じましたので､ 

(３)の剰余金をご覧ください。まず、欠損金補てん積立金につきまして 

は、貯金総額の５％である法定額満額の２００億３，２２０万７，９６３ 

円を積み立てる必要があることから、利益金の４億５，１４３万１７５ 

円の全額を欠損金補てん積立金に充当し、なお不足する金額１億６，１ 

６９万６，６２３円を積立金から取り崩し補てんしたものでございます。 

積立金は、先程の取り崩し額を差し引きまして、翌年度に４３３億２，０ 

００万５，６９０円を繰り越すものでございます｡貯金総額に対します剰 

余金の積立率は、１５．８１％でございました。また､（４）の平均運用 

利回りは､１．７６％となりました。 

次に､１４の貸付経理でございます｡(１)の貸付の状況等の①、貸付条 

件は､貸付の準則どおりでございます｡②の新規貸付件数は４７３件、貸 

付総件数は､３，７９８件でございました｡③の新規の貸付金額は､８億３ 

７９万円､貸付金総額は､４５億５，８４３万３，９８０円でございまし 

た。④の長期借入金は､退職等年金預託金管理経理から､２０億４，８１ 

０万１１２円を借り入れているものでございます｡ 

続きまして､１０ページをご覧ください｡(２)の収支につきましては､ 

     収入では､貸付金に対する組合員貸付金利息、以下、合計をいたしまして､ 

５，７２６万７，９２１円となったものでございます｡一方、支出では､４ 

行目の退職等年金預託金管理経理からの借入金に対します支払利息を中 

心にして、以下合計をいたしまして､６，００６万９，９０５円となった 

ものでございます｡収支差し引きいたしますと､２８０万１，９８４円の 

当期損失金が生じましたので､(３)の剰余金をご覧ください｡生じました 

損失金は､全額欠損金補てん積立金から取り崩し補てんをいたしました 

結果､翌年度へ２５億２９８万９，３１２円を繰り越すものでございます｡ 

なお､この欠損金補てん積立金の額は､貸付金総額の５４．９０％に当た 

っております｡ 

次に、１５の物資経理でございます｡(１)の自動車物資の割賦販売によ 

る売掛金は､令和７年度末の残高が､２７億１，６１４万８，９９３円で 

ございました。(２)の新規商品売掛金は、１０億１，１２６万４，２５９ 

円、販売台数は､４３４台となりました。また､(３)の長期借入金は､退職 
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等年金預託金管理経理から２３億９，７６５万７，０００円を借り入れ 

ているものでございます｡(４)の収支につきましては､収入では､商品売 

上､商品販売益以下、合計をいたしまして､１０億３，４１５万４９１円 

となったものでございます｡一方、支出については､２行目の商品仕入は､ 

収入の商品売上と同額となります。以下、合計をいたしまして､１０億３， 

４４４万３，９２４円となったものでございます｡収支差し引きしますと､ 

２９万３，４３３円の当期損失金が生じましたので､(５)の剰余金をご覧 

ください｡生じました損失金は、全額欠損金補てん積立金から取り崩し補 

てんをいたしました結果､翌年度へ２億２，２５０万９，９１７円を繰り 

越すものでございます｡なお､この欠損金補てん積立金の額は､長期借入 

金の９．２８％に当たるものでございます｡ 

続きまして､１１ページをご覧ください｡１６の財形経理でございます｡ 

(１)貸付の状況等の①貸付条件は､記載のとおりでございます｡②新規貸 

付は､０件で貸付総件数は４件でございました｡③貸付金総額は､２，２０ 

８万７，１１７円となりました｡④長期借入金は､連合会から､同額を借り 

入れているものでございます｡(２)の収支につきましては､収入では財形 

貸付金利息以下合計としまして、２１万６７７円､一方、支出では借入金 

に対する支払利息となりまして､２１万１７６円。収支差し引きしますと、 

５０１円の当期利益金が生じましたので、（３）の剰余金をご覧ください。 

生じました利益金は、全額積立金に積み増しをいたしました結果、翌年 

度へ７，７５３円を繰り越すものでございます。 

以上で議案の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長  ただいま、議案の説明がなされたところでございますが、質疑をいた

だく前に、監査の結果について、監事より報告を求めます。 髙橋学識経

験監事。 

 

学識経験監事  はい。 

 

議  長  はい、監事。 

 

学識経験監事  監事の髙橋でございます。着座にて失礼いたします。読み上げまして

監査報告とさせていただきます。１、監査年月日。令和８年６月１０日。

２、監査の対象となった期間。令和７年４月１日から令和８年３月３１

日まで。３、監査事項。組合の業務及び財産の状況について。４、監査の

結果の概況及び意見。組合の業務は法令の定めるところにより適正に執

行され、会計経理についても正確に処理され、証拠書類についても良好

に整理されていることが認められました。５、出納職員に対して直接注

意した事項。なし。６、その他必要な事項。なし。地方公務員等共済組合

法第１２条第３項及び千葉県市町村職員共済組合定款第４６条の規定に

基づき、監査した結果を同定款第４９条の規定により上記のとおり報告

します。令和８年６月１６日。監事、髙橋邦芳。監事、佐藤晴彦。監事、

勝俣雄吾、以上でございます。 

 

議  長  以上で、監査報告を終了し、これより質疑をお受けしたいと存じます。

議案に対する質疑はございませんか。 
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〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  以上で質疑を終結いたします。 

これより採決をいたします。「令和７年度決算の認定について」、原案の

とおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

〔 全員挙手 〕 

 

議  長  挙手全員であります。よって、「令和７年度決算の認定について」は、

原案のとおり認定することに決しました。 

 

議  長  以上、附議いたしました議案につきましては、慎重にご審議をいただ

きまして、可決をいただきました。厚くお礼を申し上げます。以上をもち

まして、第２１１回組合会を閉会とさせていただきます。ご協力、誠にあ

りがとうございました。 

 

 

 

閉 会 （時刻１３時４９分） 
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令和８年６月２６日調製 

 

 

 

 

 

                議  長    岩  田   利  雄 

 

 

 

                署名議員    橋  本      浩 

 

 

 

                署名議員    髙  橋   章  彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


